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めとするそ 後の研究は、修道院やチャントリから実質上独立していたために、少なくない学校が解散時に巻き添えにならず生き延びたこと、それま 人々の寄進を集めていた施設が解散され 結果、チャリティ 代替の受け皿の一つとして学校設立が促進されたことを主張してい
る（９）
。学校
設立数だけでなく、閉鎖やそ 後 再設立を含めた動向を長期的に把握することで、教育拡 程度 より正確に検討し、宗教改革が教育の展開に与え 影響を検証する必要があるだろう。
　さらに、クレッシのデータには、学校設立の推進主体が
明らかにされないという憾みがある。彼の研究の主眼が識字率をはじめとする教育発展の成果 検証 ある め 誰がどのような意図を持って教育の拡充に貢献したのかとうジョーダンにあった視点が抜け落ち しまっ のである。
　これら研究史上の課題を踏まえ、本論文では一五〇一年
から一六六〇年までのグラマ・スクール設立 動向を再検
－  12  －－  13  －
史苑（第七二巻第一号）
































































































スクールの設立がなされた期間である。設立 一 五一年から一五六〇年に五〇、 一五六一年 ら一五七〇年にかけては三一で、それぞれ当該期間中の 位と二位 記録している。この時期は新設 留ま ず、修道院、チャントリ、フラタニティ解散によって閉鎖に追い込まれた学校の再設





新設数は一〇を下回ることはなく、中でも一六一一年から一六二〇年には二八校が設立され、 第二のピークを迎え一六三〇年以降、ペースは緩やかに るもの 、 六〇年に至るまで学校数 増加を続けた。
　これまでの分析から、さしあたり以下の三点が指摘でき
るであろう。第一に、宗教改革 伴うとりなしの施設、とりわけチャントリとフラタニティの解散は少なく い数学校の閉鎖とい 形で教育の供給に短期的なダメージを与えたが、同時期、そしてその後の二〇年間の再設立も含めた学校設立 ブームによっ 埋め合わされたということ。第二にエリザベス治世 初期ステュアート朝期 通じて学校数は一貫して増加するが、その動向は平坦なものではく一六一一年からの一〇年間に二度目の設立 ピーク 迎えたこと。第三に一五〇〇年以前 設立が確認できるグラマ
･
スクールは五一校と無視できない多さであるが、一









































設立数と全体 占める割合、その一〇年ごとの動向を示したものである。ロンドンを含めたイングランド南東部は一五〇〇年以前においても、また本稿の分析時期を通じても高い割合を維持している。一六世紀になり本格化した北部での学校設立は分析時期を通じておおむね活発であり、一六六〇年時点で南東部に比肩する校数となった。ミッドランド、南西部での学校設立 は他地域に比べ低い割合で推移するが、前者 一六世紀後半、後者は一六世紀中葉に設立のピークを迎え 西部は一七世紀 入っての設立の多さが特徴的で、一六六〇年時点で南東部、北部に次ぐ校数となった。対照的に東部は一六世紀前半までの設立数が二四校と一六世紀後半以降設立数を上回る唯一の地域である。他地域での一六世紀後半以降の学校設立増 結果一六六〇年の は、南西部に依然勝 もの、 一五 〇年の時点で 拮抗していた西
????? ?????????*??????????
? ??? Lon ?? ? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ?? ?
Pre-1500 51 2 10 24 10 20 6 12 5 10 10 20 8 16 0 0
1501-10 15 0 3 20 4 27 2 13 1 7 1 7 4 27 0 0
1511-20 11 0 3 27 1 9 1 9 1 9 2 18 3 27 0 0
1521-30 26 2 6 31 1 4 0 0 2 8 5 19 10 38 0 0
1531-40 7 2 0 29 2 29 1 14 1 14 1 14 0 0 0 0
1541-50 25 0 2 8 6 24 3 12 4 16 4 16 5 20 1 4
1551-60 50 5 10 30 6 12 6 12 5 10 9 18 9 18 0 0
1561-70 31 2 4 19 4 13 3 10 3 10 3 10 10 32 2 6
1571-80 18 1 6 39 1 6 5 28 0 0 1 6 3 17 1 6
1581-90 15 0 5 33 1 7 4 27 0 0 1 7 4 27 0 0
1591-1600 20 1 2 15 1 5 3 15 1 5 5 25 6 30 1 5
1601-10 12 0 2 17 1 8 1 8 1 8 1 8 5 42 1 8
1611-20 28 5 6 39 1 4 1 4 0 0 4 14 10 36 1 4
1621-30 17 1 3 24 1 6 3 18 3 18 5 29 1 6 0 0
1631-40 9 0 3 33 0 0 0 0 1 11 3 33 1 11 1 11
1641-50 11 0 3 27 1 9 1 9 0 0 2 18 4 36 0 0
1651-60 13 0 3 23 0 0 0 0 2 15 3 23 4 31 1 8











(Rappaport, Worlds , pp. 78-79. ?10?11?12?13??????????)



























? ??? ? ? ?? ? ?? ? ?? ? ? ? ?? ?
Pre-1500 51 1 2 1 2 12 24 4 8 1 2 32 63
1501-10 15 0 0 0 0 1 7 5 33 1 7 8 53
1511-20 11 0 0 2 18 2 18 1 9 0 0 6 55
1521-30 26 0 0 1 4 7 27 2 8 1 4 15 58
1531-40 7 0 0 1 14 1 14 4 57 0 0 1 14
1541-50 25 10 40 2 8 4 16 2 8 1 4 6 24
1551-60 50 23 46 2 4 4 8 10 20 3 6 8 16
1561-70 31 11 35 4 13 4 13 6 19 4 13 2 6
1571-80 18 4 22 4 22 0 0 4 22 1 6 5 28
1581-90 15 3 20 2 13 4 27 4 27 0 0 2 13
1591-00 20 2 10 3 15 2 10 9 45 0 0 4 20
1601-10 12 2 17 0 0 0 0 4 33 2 17 4 33
1611-20 28 1 4 5 18 3 11 12 43 1 4 6 21
1621-30 17 0 0 5 29 6 35 2 12 0 0 4 24
1631-40 9 1 11 2 22 1 11 2 22 1 11 2 22
1641-50 11 0 0 0 0 3 27 2 18 2 18 4 36
1651-60 13 0 0 2 15 1 8 7 54 0 0 3 23


















立のブーム 創出したのが王権であると うことである。設立者の素性 明らかにするのが容易である点を割り引いても、一五四一年からの三〇年間で四四校、実に同時期の設立の四割以上を占めている。うち九校は再設立で、そのほか管見の限り少なくとも一五校は教会 没収財産を転
用、充当したものである。治世別の設立数は、テューダ朝の諸王がヘンリ八世が五、エドワード六世が一八、メアリが七、エリザベスが二三 、研究史上議論の的となったエドワード六世だけでなく、その後のメアリやエリザベスも少なからず関与したこと 読み取れ ただ表からも明らかなように、王権による学校設立は一六世紀中葉に集中している。他方、一七世紀のジェイムズやチャールズによる設立はそれぞれ三 一を数えるのみであった。
　王権による設立が急激に萎む一方、代わって学校設立を




立には王権が、一六世紀後半から 七世紀前半に けての持続的な学校増加には都市民が主として貢献 ていることが明らか なった。では両者がどのような思惑を持って学校設立を行ったのか、次章で論じたい。
　





































































































































?? ?? ????(£ s. d.)
????????? 100.0.0
??????????? 60.0.0
??????????????10?(???) ???????? 600.0.0 ??
??????? ?? 540.0.0
?????????????????????? ????????30?(??) ??? 150.0.0 ??
???Henry Robinson ???? 2400.0.0
???Henry Robinson???? ???????? 300.0.0 ?????)





















?(?) Ludith Wilkes 10.0.0
???Thomas Parnell, Joane and Alice 10.0.0 ????












???????Richard Wright ?? 100.0.0 ??










??John Brett & Robert Rich ????????
?????????????Mr Barnes, Thomas Elkin 10.0.0 ????

















































































について次のことが言えよう。学校設立はアリスの広範なチャリティの一環として行われた。これは先に設立された救貧院の敷地に学校が建設されたことにも端的に表れている。アリスの身内以外向けの贈与には貧民 孤児、寡婦、囚人など しい者に対する救済を目的 したも が多くを占めていた。学校規約の文言から明らかなように 学校設立も貧困への対処を狙ったも と考えら るだろう。
　同時に、貧困への懸念があっても学校教育への期待がな
ければ学校設立と う手段 選ばなかった可能性もある。実際、身内以外に向けられた贈与の中では、学校や救貧院の設立が他を圧して高額である。一時金の支給 異なり学校は永続的な維持が期待され、その維持を 代によって賄
うべく土地の購入が不可欠であった。土地の取得に際しては、上で論じたように購入資金だけでなく国王からの特許状獲得の労を取る必要があった。加えて建物の建設だけで一五〇ポンドかかってしまうのである。アリスの学校教育に対する期待は、自らの学校設立に先んじて大学やクライスツ・ホスピタルへ贈与を行っていることからも読み取れるが、教区教会など他の贈与先 選択 ある中 、少なからぬ資源を敢えてグラマ・スクール設立に投入したことは、アリスがその役割を重視していたことを雄弁 物語っている。
　ところでアリスの学校は、前述の通りイズリントンやク
ラークンウェルの子供のために設立された。これは彼女所属する教区、都市共同体の成員以外の者を受益者に想定していたということであ 。先 言及したジョーンズ モンマス・スクール設立においても、期待された受益者は無論ロンドンの子供ではなく地元の正しい信仰を知らな と看做された子供であった。それではど 程度都市民 こうした自らの共同体外の人間のための学校設立を行ったのであろうか。
　次節では、アリスの学校設立の事例分析から明らかに
なったこれら二つの特徴、多額の投資、所属共同体外 受益者という二点について、 時代 都市民の学校設立にど









の寄付、奨学金があり、また他の分野では教会へ 遺贈社会的インフラの整備など様々な使途がある中で、少なからぬ割合の資源がグラマ・スクール設立に投入されたことは、学校が設立できる程度に富裕な当該期のロンド 都市エリートの間で、学校 設立 重視されていたことを示していると言えよう。
　次に、どの程度都市民は自らの所属共同体外での学校設
立を行ったのであろうか。 【表五】は、設立者の素性 判明しているグラマ・スクール うち都市民によ 設立されたものが設立者と同じ都市にあるか、異なる都市にあるかで大別し、それぞれの校数の動向を一〇年ごとに示したも
??????????????????????????????
? ???? ???? ? ??? ???? ? ??? ???? ? ??? ???? ? ??? ?
Pre-1500 19 0 1 0 0 0 1 6 5 1 2 2 0 1
1501-10 7 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 4 0 1
1511-20 5 0 0 0 1 0 1 2 0 0 0 1 0 0
1521-30 11 0 0 0 0 0 1 4 3 0 0 2 0 1
1531-40 6 0 0 0 0 0 1 0 1 0 3 1 0 0
1541-50 20 0 11 0 1 0 1 3 1 0 0 2 0 1
1551-60 41 1 22 0 1 0 1 1 1 2 5 5 0 2
1561-70 26 0 11 0 2 0 2 1 2 0 2 4 0 2
1571-80 14 0 4 0 2 0 2 0 1 0 1 3 0 1
1581-90 17 0 3 0 1 1 0 4 3 1 0 4 0 0
1591-00 16 0 2 0 2 0 1 0 2 0 0 9 0 0
1601-10 7 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 0 1
1611-20 22 0 1 0 5 0 0 1 2 0 0 12 0 1
1621-30 13 0 0 0 0 1 4 3 2 1 0 2 0 0
1631-40 7 0 1 0 2 0 0 1 0 0 0 2 0 1
1641-50 6 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 1
1651-60 10 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 6 0 0











が属する共同体外の利益 資する学校を全て検出できるわけではないが、一定の傾向は示し得るで ろう。比較のため王権はウエストミンスタ、聖職者は管轄地域、領主層は所領に所属すると仮定し、同一の管轄あるいは州に設立例があるかどうか判明する限り 同様の分析を行っ 。
　表からは以下の特徴が明らかになるだろう。まず聖職者





都市民によるグラマ・スクール設立の動向であ 。前者については予想できる分析結果ではある 、一五六〇年設立のウエストミンスタ・スクールを除 て 王権によりグラマ・スクール イングランド、ウェールズ各地に創設された。同様に都市民は、自都市内への設立数の実に四倍の数を他地域に設立し いるの あ 。ロンドンと地方都市の市民によるも の内訳を示した【表六】を参照すれば その特質がより明確になる。すなわち地方都市民は自都市内





した潮流の中、潤沢な資産 持つロンド のエリート層が他地域に資する手段として学校設立を選択した結果、地方でのグラマ・スクール普及が進んだ である。
　




グランド、ウェールズにおけるグラマ・スクール設立について時系列的、空間的な把握を試みた。その結果明らかになったことは、 まず宗教改革に伴うとりなし 施設の解散、とりわけ一五四八年のチャントリ解散法は少 くない数学校の閉鎖を招き教育の供給 ダメージをもたらした。しかし同時期そし その後の二〇年間の再設立も含めた学校設立のブームによって影響は短期的なもの 留まっ と考えられる。それまで寄進を集めていた施設が宗教改革で解散された結果、チャリティの代替の受け皿の一つとして学校設立が促進されたことが時系列的に確認できたと言えよう。
　また一五世紀から相当数の学校が存在する一方、 六世
紀後半以降の学校数の拡充はそれ以前とは量的に異なった水準で推移し、一六一一年 らの一〇年間に再びピークを迎えた。地理的にはそれまで一定数の学校を有した東部での設立が一六世紀半ばを境に鈍化し、他の地域では れぞれタイミングは異なるも の活発な設立が行われ、一六世紀後半以降の学校設立は結果としてイングランド全域に、より控えめな程度でウェールズにも、学校を行き渡らせる
????????????????????????
? ???????? ?? ??????? ??
Pre-1500 0 2 2 0
1501-10 0 4 1 0
1511-20 0 1 0 0
1521-30 0 1 0 1
1531-40 1 1 2 0
1541-50 0 2 0 0
1551-60 2 4 3 1
1561-70 0 3 2 1
1571-80 0 3 1 0
1581-90 0 4 0 0
1591-00 0 9 0 0
1601-10 0 3 1 0
1611-20 0 11 0 1
1621-30 0 2 0 0
1631-40 0 2 0 0
1641-50 0 2 0 0
1651-60 0 6 1 0














時代とは異なるグラマ・スクールの拡大 は、ここまで論じてきたように学校を設立できる資産を持つ富裕なロンドン市民により創り出された のであった。彼らは学校教育の役割を重視し、他地域へのチャリティを行 際、学校設立を選択した。その結果、一六世紀後半からイ グラ各地にグラマ・スクールが張り巡らされていくことになるのである。
　ただロンドン市民による地方での学校設立が、現地の事
情すなわち教育機会の少なさを考慮して行わ たものだたかは疑わしい。それは先に分析 たアリス・オーウェン












まえれば、 そうした偶然の集積が結果としてグラマ・スクールの広範な地理的展開につながったことは決 不思議ではないと言え う。
　これがさらにどのような変化を生んだのか、すなわち全
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　　　It is known that there was a remarkable augmentation of educational 
facilities in the late sixteenth and early seventeenth century England. Two 
notable attempts to estimate this development in quantitative terms have 
been made. While W. K. Jordan's calculation of the value of charities was 
later criticised for ignoring the inflation, David Cressy's reckoning could have 
overestimated the degree of development, ignoring the effect of Dissolution. 
In addition, his study lacked the perspective of by whom and by what motives 
schools were founded, which Jordan had mattered. 
　　　Based on the reflection from the historiography, first, this paper re-
examines the trend of the grammar school foundation and its cumulative 
number between 1501 and 1660. Its geographical development and the social 
status of the founders are also analysed. These observations show that the 
short-term stagnation caused by Dissolution was soon recovered by the 
boom of the foundation during the two decades after 1551, mainly led by the 
crown. While the royal efforts were active only during the mid-Tudor period, 
townspeople contributed the expansion of schools in number as well as 
geographical terms from the late sixteenth century onwards.
　　　Motives behind the active foundation varied among the benefactors. 
Citizens, almost exclusively those of London since the late sixteenth century, 
founded grammar schools as part of their charitable activities driven by 
several intertwined motivations. The study of the charity of Alice Owen, 
widow of the London citizen,  proves that her school foundation was part but 
the major one in value of her donation out of concern about the contemporary 
problem of poverty. In addition, the school foundation qualitatively differed 
from her other charities in that the supposed beneficiary was not those of 
the community she belonged to. In fact, the foundation by other Londoners 
likewise heavily targeted boys outside London.  Such the Londoners' 
activities resulted in the improvement of educational provision in wider areas 
of England and, to a lesser extent, Wales from the mid-Tudor period to the 
Restoration with which more people became accessible to the grammar 
school.
